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アジェンダ

• デモ環境自動構築の概略

• デモ

• 今後の展望
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デモ環境自動構築の概略
AWSでデモ環境を自動構築するってつまりどういうこと？
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デモ環境自動構築の概略

1. フロントエンド
⚫ Domino Leap（旧Domino Volt）アプリケーション

➢ 利用者が利用したい環境情報を入力

➢ Notes DBの情報を元に現在の構築状況を表示

➢ Notes DBからの情報を受けてログイン情報を出力

2. バックエンド（システムの中核）
⚫ Notes DB

➢ Domino Leapからの依頼を受けてAWS CLIを実行する

✓ AWS上にDominoサーバーのインスタンスを含んだEC2などを構成するための
CloudFormationを生成

✓ AWSの構築状況の把握（ステータスチェック）
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デモ環境自動生成依頼
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http://ilove.mahtans.com/XPages/Events/EventsXpg.nsf/


今後の展望
サービス拡充を目指しています
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今後の展望
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• ベンダー製アプリのデモ環境
• AMIを用意することで様々な環境を用意できる

• 期間限定でアプリのデモを体験してもらえる

• ユーザーアプリのバージョンアップ検証用
• 自社で利用しているNotesアプリケーションがバージョンアップできるか
どうかの試験環境として利用
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